当世フランス語教育事情 by 樋口 淳
― 45 ― 
当世フランス語教育事情 
 





2008 年の秋から 2009 年の春にかけてリヨン第二大学の東アジア研究所に滞在した。 
まず、その時に出会った専修大学の 3 人の留学生について話したい。 
リヨンに着いた 9 月末、すぐに出会ったのは文学部の N 君と法学部の T 君である。二人は 3
年生で、フランス語は、大学に入ってからはじめた所謂「第二外国語」にすぎない。1 年生の
3 月にフランスのトゥールで行われた短期語学研修に参加し、2 年生の 6 月に学内の選抜試験







がはじまった 2002 年 3 月に集中講義のために 1 ヶ月滞在したが、その後、わずか 6 年ほどの
間に町はすっかり変わっていた。とくに便利になった交通機関の制覇のしかたを N 君と T 君に
教えてもらったのである。 
私が N 君と T 君にあって驚いたことが 2 つある。1 つは、2 人がおそろしくよく食べ、かつ
飲んだことである。私が住んでいたのは大学から徒歩 5 分くらいの 2DK だが、簡単な台所が
ついていた。そこで用意できるのはスパゲッティとかカレーライス、それにステーキとサラダ、
茹でたエビくらいのものである。夕方 7 時くらいに始めて 11 時すぎに食べ終わる頃には、冷
蔵庫はすっかり空っぽで、ビールとワインのストックは底をついていた。 
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に出ているので、私が「ダイジョウブ？」と聞くと、「なにがですか？」と逆に聞き返す。専修
大学で 2 年間勉強し、リヨンで 6 ヶ月集中授業を受けた程度のフランス語で「そんなに気楽に
単位が取れるのか」というのが、私の心配なのだが、彼らはゼンゼン心配していない。 
世の中は、変わったものだ。私が実に 40 年前に 23 才でベルギーに留学した時は、もっとずっ
と緊張していた。この違いは、いったい何なんだ？？ 






事実、N 君と T 君は、ちゃんと試験に合格し、単位をとり、2 月に帰国した。 
専修大学 3 年生としての 1 年間をリヨンで過ごした 2 人は、無事に 4 年生となり、留学中か
らインターネットで就職活動を開始した T 君は、希望した企業の内定を手に入れた。N 君は、
大学院への進学を目指している。 
2 月に T 君と N 君の 2 人が帰国すると、入れ替わりに法学部の K 君がやってきた。K 君の
語ってくれた留学生活も面白かった。 
K 君は、帰国した N 君や T 君と同じ「アリックス」という学生寮に住んでいた。そこはリ
ヨンの丘の上で世界遺産の旧市街の道路ひとつ隔てた向こう側である。寮のなかには、なんと
ローマ遺跡まである。 











私が、見かねて「100 ユーロはやめて、300 ユーロの方に移ったら」と勧めると、「100 ユー




















一人は、大学の 2 年先輩にあたる T さんである。彼女は、学部在籍中に、当時は唯一の留学
機会であった産経新聞主催のコンクールに優勝して、一年間フランスに留学した。いまの専修
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優等生のこの二人に、劣等性の私を加えた三人の共通の特徴は、とにかく「フランス語を勉
強するのに苦労した」ということである。 



































私は、そこには 2 つの要因があると考える。 
2-1-1. 市場の一元化 





27 カ国とした。現在は、さらなる政治統合をめざして EU 憲法の批准を目指してるが、すでに

















― 50 ― 
2-1-2. エラスムス＝ソクラテス・プログラムの登場 




























2-1-3. 1969 年の「手づくり留学」との質的な変化 
いまでこそ「あたりまえ」になってしまったこの変化の激しさを、私の貧しい経験に照らし
て考えてみよう。 
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不十分だから、学部の 4 年生から始めなさい」ということだった。 
さらにその後、何度か、プーイヤール先生と話し合ううちに、私のフランス語能力に不安を


































































































具体的な例を 2 つ挙げてみよう。 
まず、日本語と韓国語の間で、実際に私が行っている学会活動の話である。 
学会は比較民俗学会といい、現在は韓国慶尚北道安東市に事務局が置かれている。比較民俗













すると「일본 사무국의 히구치입니다. 2008 년 봄기 학회에 관해서 일본 거주 회원에 























Chers amis  Avec une image de Rousset ce jour 25 décembre, nous vous souhaitons de 
joyeuses fêtes de Noël et de fin d'année. Ici c'est très calme tous les quatre．Amitiés. 
Marie-José et Pierre Des baisers aux enfants. Le père Noël est-il passé ? 











そうすると、「Dear friends  With an image Rousset date December 25, we wish you a merry 
Christmas and New Year.  Here it is very quiet all four.  Friendships.  Marie-José and Peter  
Kisses to the children. Father Christmas has happened?」という翻訳が実行される。 
この英文は、Pierre を Peter にしてしまうところはご愛嬌だが、かなり良く分かる。 
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最後の「Father Christmas has happened?」というのは、大いに変だが、これもなんとか理
解できる範囲である。 
これをちなみに「フランス語→日本語」に設定して「翻訳」ボタンを押すと、「親愛なる友人 
イメージ Rousset の日 12 月 25 日で、私たちは、クリスマスと新年の陽気ください。ここでは、




らフランス語への変換の場合にもおこる。たとえば、リヨン大学東アジア研究所が 2009 年 9
月に発行した「ニューズレター」の冒頭の挨拶は、以下のように始まる 
「Dear all，Last semester, the Lyons Institute of East Asian Studies (IAO) outlined new 
academic objectives for the next four years. These new objectives will unfold in a signifi 
cantly changed context at the regional, national and international levels.」 
これを、「英語→フランス語」の変換にかけると、かなり正確なフランス語が得られる。 
「Chers tous, le semestre dernier, l'Institut d'études de Lyon d'Asie orientale (IAO) a défini 
de nouveaux objectifs du programme scolaire pour les quatre prochaines années. Ces 
nouveaux objectifs se déroulera dans un contexte profondément modifié au niveau régional, 
national et international.」 









2009 年の年の瀬をひかえた或る研究会で、同僚の T さんが面白い話をしていた。 
家具職人でも、金銀細工師でも、一人前のよい箪笥や指輪をつくるまでには、だいたい一万
時間の修行が必要なのだそうである。一年 300 日、一日 8 時間働いて、ほぼ 4 年ということか。
長いといえば長いし、短いといえば短い。 
しかし、このルールを外国語の学習にあてはめたら大変だ。かくいう私は、2010 年 1 月末
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しい 2 項対立である。 
現在のように、大学が学部と学科に分かれ、それぞれが法学とか経済学とかいう旗印のもと











































































本稿は、平成 19 年度の専修大学研究助成の成果の一部である。 
 
